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M のある長さ L の梁の振動数は Eq. 1 によ
り与えられる。
2.2 葉の模型の構造
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葉の質量：　1 枚 0.58 g、3 枚 1.75 g、6 枚
3.52 g、9 枚 5.23 g、12 枚 6.96 g、15 枚

















葉部分：紙 12 cm × 8 cm、0.58 g/ 枚









る理論値を Eq. 1 より算出した。式中の I と
ｍについては、茎幅・長さごとに算出した値
を用いた（Table 1）。ヤング率 E は、荷重
なしで各幅・長さごとの固有振動数を計測し、
荷重なしの片持ち梁の振動公式（Eq. 2）よ




Fig. 4 に示す。模型の下方 13 ～ 17 cm に音
源となるパラメトリックスピーカー、上方約
15 cm の位置にレーザー変位計を設置した。
20 s おきに 40 kHz, 2 Vpp の sin 波 4000 cy-
cles（0.1s）を照射して模型の葉を振動させ、
サンプリングタイム 10 ms で 10 s 間波形を
Fig. 5　模型を用いた実測値 Fig. 6　Eq. 1 より算出した理論値
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